
 

 
 

昨
秋
、
最
終
戦
で
３
安
打
完

封
負
け
を
喫
し
た
相
手
投
手
と

の
対
戦
は
予
期
せ
ぬ
展
開
と
な

っ
た
。
先
頭
の
砂
川
哲
平(

法
３)

が
左
前
打
で
塁
に
出
る
と
、
連
続

四
球
で
２
者
が
出
塁
。
一
死
満
塁

か
ら
福
山
亮(

営
３)

の
遊
ゴ
ロ
間

に
帰
還
し
、
先
制
点
を
挙
げ
る
。

２
回
に
も
、
３
つ
の
四
球
と
敵
失

が
絡
み
無
安
打
で
一
挙
３
得
点
。

さ
ら
に
差
を
広
げ
る
形
で
流
れ

を
ぐ
っ
と
引
き
寄
せ
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
後
打
線
が
つ
な

が
ら
な
い
。 

制
球
が
定
ま
ら
な
い
相
手
投
手

の
四
球
も
あ
り
、
出
塁
こ
そ
す
る

が
得
点
圏
に
走
者
を
進
め
ら
れ

な
い
。
得
点
は
序
盤
の
４
点
の

み
、
打
線
も
内
野
安
打
２
本
を
含

む
６
安
打
で
試
合
終
了
と
な
っ

た
。
試
合
後
、
今
季
か
ら
４
番
に

座
る
江
越
大
賀(

法
３)

も
「
全
然

打
っ
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
な
く
、
ミ

ス
で
と
っ
た
点
。
投
手
を
攻
略
出

来
な
い
。
打
た
さ
れ
た
感
じ
」
と

話
せ
ば
、
捕
手
の
木
下
も
「
自
分

た
ち
で
勝
っ
た
気
は
し
な
い
」

と
、
評
価
に
難
い
試
合
に
厳
し
い

表
情
を
浮
か
べ
た
。 

そ
の
な
か
、
先
発
・
片
山
雄
貴

(

経
２)

は
多
彩
な
中
大
打
者
の

前
に
毎
回
走
者
を
出
す
が
、
要
所

を
締
め
る
投
球
で
再
三
の
危
機

を
乗
り
切
り
、
リ
ー
グ
戦
初
勝
利

を
飾
っ
た
。 

 

こ
こ
ま
で
前
半
４
戦
全
勝

と
、
単
独
首
位
に
躍
り
出
た
駒

大
。
中
盤
戦
と
な
る
次
戦
の
青
学

戦
が
優
勝
へ
の
勢
い
付
け
の
鍵

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

文
＝
五
十
嵐
秋
音 

写
真
＝
池
田
初
、
山
本
春
煕 

【
右
】
リ
ー
グ
戦
初
勝
利
を
手
に
し
た

片
山 

【
左
】
継
投
し
た
高
橋
涼
は
零
封
を
守

り
切
っ
た 

13 年春季リーグ 

第３週・４月 25 日 

４勝０敗 

 

 

 

 打安点 

(９)砂 川 ４１０ 

(４)福山慎 ２００ 

(６)下 川 ４００ 

(８)江 越 ３１０ 

(５)福山亮 ４１１ 

(２)木 下 ４１０ 

ＤＨ柳 原 ３００ 

(３)西村凌 ３２０ 

(７)齋 藤 ２００ 

      計 29６１ 

 

      回 打安責 

 〇片 山 ６ 24６０ 

  高橋涼 ３ 13４０ 

 

晴れ晴れとした笑顔を満開に咲かせ、グラウンドを駆け回る。「楽しかった。いい
緊張感でできた」と聖地・神宮を思う存分楽しんだ専大戦。楽しくて、そしてうれし
くてたまらない。初めて兄弟の名前が並んだスコアボードにも「うれしかった」と、
顔をほころばせた。福山は習志野高２年次に甲子園出場、３年次には主将としてチー
ムを牽引。高校時代、東海大相模の主将として甲子園準優勝に導いた兄・亮(３年)に
憧れ大学は名門・駒大の門を叩いた。春季オープン戦で早々と結果を残し今季中大 2
回戦では２番・セカンドのスタメンに大抜擢。だが、「力不足。課題は見つかったか
ら練習するだけ」と浮かれることはない。先は長い大学野球生活。目標の兄に並び、
そして追い越せるのか。その歩みはまだ始まったばかり。(池田 初) 

 

今日のベストプレイヤー！「ピッチャー２人です」           

ベストプレー！「チャンスで片山が抑えたときですね」                      
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悪
天
候
の
た
め
一
戦
目
か
ら
一
日

空
け
て
の
第
二
戦
。
試
合
は
相
手

の
失
策
や
連
続
四
球
な
ど
好
機
を

逃
さ
ず
序
盤
に
４
得
点
。
守
り
き

る
形
で
チ
ー
ム
は
今
季
初
の
完
封

勝
利
。
中
大
か
ら
は
３
季
ぶ
り
と

な
る
勝
ち
点
を
挙
げ
た
。 

 

駒 大 １３０ ０００ ０００ ４ 
中 大 ０００ ０００ ０００ ０x 


